
項目 重点目標 具体的取組み 成果と課題 改善策・向上策

①中高一貫４校
事 務局会議・ 各
教 科会・ 研修会
の開催と、各部活
動顧問間での連
携を通して、中高
の連携をいっそう
深める。

事務局員の共通理解は昨年度に引き続き１００％となった。中高一貫教育の推
進の新たな取組みをしていくために議論を重ねることができたことが大きい。しか
し、中高一貫教育の全体像を把握している割合は９１％となった。これは、事務局
員が会議に出席できずに全体像を把握できなかったことが考えられる。今年度も
１５時３０分から事務局会議を行うことが多かったが、本校の担当教員が連携授業
や７限授業のため参加できなかったことが多く全員出席ができなかったことがあっ
た。今後会議の開催時間や開催した後の報告の徹底が必要である。事務局会議
は昨年同様５回開催したが、回数的には連携３校との協議検討、振り返りも含め
この程度の開催が妥当であろう。

英語と数学の乗り入れ授業は、昨年度から２月まで行っている。高校教員が中
学校に乗り入れながら中学校の教科担当者と必要な打ち合わせを行い、週１回
の授業をしている。今年度から英語と数学の先取り授業をすることが決まり、７限
補充や美方高校での特別授業等において先取り授業を実施している。この先取
り授業を連携クラスの一つの魅力として今後も推進していく。

研究委員会は、今年度７月に両町教育長、両町小学校代表校長、高校教育課
担当、嶺南教育事務所担当者等に出席をいただき、取組み・予算面等について
理解をいただくことができた。３月の第２回は昨年同様開催せず資料配付のみと
した。

部活動の交流は、コロナ禍であったが昨年よりも交流を多く持つことができた。
バレー部や剣道部、卓球部などで休日の美方高校での合同練習だけでなく、中
学校へ出向いての練習試合も行い、それぞれの部活動で連携を進めることがで
きた。

来年度から高校１年生で連携クラスを設けることや中３で先取り学習を積極的に
推進していくことなど新たな取組みが加わったこの１年であった。そういう点で取
組みの改善がなされているといえる。しかし、事務局会議や本校全体への中高一
貫教育の取組みの周知は弱まったように感じている。そのことがアンケート結果に
も表れている。そこでスクールウエア上で中高一貫教育の取組や推進状況を事
務局会議後に全体に周知するようにしていく。

Ｒ４年度連携クラス生徒の本校への入学割合は１４／４５名（３１％）であり、連携
クラス入級者が、希望すれば一般クラスに戻ることができるようになって以来最低
の入学割合となった。この原因として、もともと他校を希望していながら連携クラス
に入級してきている生徒の割合が多かったことや高１で連携クラスを作ることを知
り、少人数クラスより大きな人数の中で学習することを選んだ生徒がいたことがあ
る。高１で連携クラスをつくり、先取り学習を英語と数学で推進していくことは今後
の中高一貫教育を推進する上で大きな目玉である。だからこそ、Ｒ４年度連携入
学生１４名を少人数のよさを生かし、丁寧な指導で学力を向上させることはもちろ
んのことだが学校のリーダーとしても育成していく。そのためにタブレット等を活用
した「個別指導」や進路選択につなげる「SDGｓを意識した探究学習」の強化を図
る。また、学校行事や部活動の核となって活躍できるように指導していく。Ｒ４年
度入学高１の成果が今後の連携クラス入学者の増加につながるものと信じてい
る。

②連携生徒の授
業、部活動、学校
行事への参加の
充実を図る。

連携生徒の授業理解度は９５％で、目標（８５％以上）指数を上回り、昨年度の
９２％を上回った。学校全体では８８％だった。あまり理解できていないと回答した
生徒が２年生２名、３年生１名で、ほとんど理解できていないと回答した生徒はい
なかった。

進路目標を持つことができた生徒は７９％（昨年度８５％）（学校全体８２％）、部
活動の積極的な取組み８５％(昨年度８８％）（学校全体８５％）であった。Ｃ「部活
動にあまり積極的に参加していない」２名、Ｄ「部活動に入っていない」７名と、部
活動に入っていない割合が高いため、必ずしも積極的な参加をする割合が低い
というわけでなく、部活動への不加入率が高くなったといえる。また、行事への意
欲的参加は１００％(昨年度９７％）（学校全体９７％）であり、昨年同様、学校行事
に対して連携生が積極的に取り組んでいることが分かる。

連携生の部活動不加入の割合は３年生に多いため来年度は改善する可能性
があるが、連携生徒が授業や部活動を引っ張っていく存在になってほしいと考え
る。

授業理解度で「あまり理解できない」という生徒がいないということは大変喜ばし
いことである。その一方で、この数字は自分の学力を高めたいという積極的な意
志が弱いのではないかという懸念もある。なぜなら学問はこれでよしということがな
く追究すればどこまででも追究できるものだからである。理解できているのであれ
ばより理解の難易度が高い方へ目指していってほしい。学力上位層の生徒への
指導を充実させることが急務であると昨年記載したが、学力の高い生徒に高い進
路目標を持ち切磋琢磨し合える環境を与えることが大切である。授業での取組
みに加え、自習室スタディ５０を有効に活用したりスタディサプリを利用したりしな
がら学校全体として学力向上対策をしていく。
　部活動への積極的な取組みはコロナ禍だったものの春季総体等主要大会が開
催できた。また学校祭も準備期間が短くなる中、３年生を中心に積極的に活動す
る様子が見られ充実した姿が体育祭でもうかがえた。部活動や学校行事、探究
学習などを通して地域のリーダーを育成するという中高一貫教育の理念を実現
すべく生徒の主体的な活動や進路実現を支援し、地域を活性化できる人材を育
てていきたい。

①教科会を中心
とした授業研究（Ｉ
ＣＴ活用研究を含
む）や生徒による
授業評価を通し
て授業改善を図
る。

「授業におけるICTの活用について、教員自身及び生徒の使用方法について
の研究を「十分」または「おおむね」行った教員の割合は８６％で、目標（８０％）を
上回った。公開授業週間（６月と１１月）には生徒に効果的にタブレットを活用させ
る方法の研究をテーマの一つとして取り組んだ。また外部講師を招いたり、外部
の中高教員に来ていただいたりして授業研究を行った。

授業内容を「ほとんど」または「おおむね」理解できているとした生徒は８７％で
昨年より４％上昇し、目標（８０％）を達成した。全学年で「あまり理解できていな
い」が４４名（昨年より２９名減少）、「ほとんど理解できていない」が５名（昨年と同
数）であった。授業内容の理解度が低い生徒が昨年より減少したことは評価でき
る。ＩＣＴ活用が進みつつあることが一つの要因ではないかと考える。

生徒一人ひとりにタブレットが貸与され、生徒の授業への取組みがより主体的
になってきているように感じる。新学習指導要領で言及されている「対話的で深
い学び」をさせる方法や新しい大学入試に関する研究をさらに進め、効果的に学
習内容、学習方法が提示できるよう、各教科、進路指導部等との連携を強化して
いきたい。外部講師を招聘しての授業研究だけでなく、教員相互の授業参観を
積極的に行って授業改善を行い、また、教科横断型の授業も模索して教育効果
を上げていくようにしたい。

授業の理解度が低い生徒および習熟度の高い生徒の個別指導を継続すること
が重要である。来年度入学生より観点別評価の本格的な実施も始まる。より一層
ＩＣＴを活用し生徒一人ひとりの能力に応じた課題提示を行ったり、生徒自身に振
り返りをさせ、それを教員が把握したりして、個別に指導していく必要がある。

②各教科、各学
年と連携し、家庭
学習の質と量の
改善を図る。

各教科の長期休業中の課題を「ほとんど」または「おおむね」提出していると回
答した生徒は９５％で、昨年とほぼ同率であった。例年同様、夏休み明けの一斉
課題回収を教務主体で実施し、未提出だった者にはその後完了するまで個別に
指導にあたった。冬休み明けは教科担任が個別に指導を行った。一方、教員が
家庭学習の方法に関して必要とされる指導を、「十分に」、または「おおむね」して
いるとした割合は９５％で、こちらは昨年より増加した（目標８０％）。

６月と１０月に行った授業外学習時間調査では、学校全体の平均で１日あたり９
８分（６月）、７８分（１０月）であった。また、７０％を目標とした１日９０分を達成した
生徒の割合は、４０％（６月）、３２％（１０月）であった。６月の１日平均学習時間は
例年並み、１日９０分を達成した割合は昨年よりやや減少した。１０月はどちらも昨
年よりやや減少した。１日の平均学習時間を学年毎に見ると、２年生は昨年に引
き続き高い数値を維持した。１年生は６月は例年並み、１０月はやや減少した。３
年生は１０月の調査は行っていないが、３年間を通して学習時間があまり多くな
かったが、探究活動には熱心に取り組んだ。

課題の提出率に関してはこのまま高い数値を維持できるように家庭学習の方法
を日々指導していく。観点別評価とも関連して、課題の種類を「知識・技能」を問
うものと「思考力・判断力・表現力」を問うものを意識してバランスも考えて与えるよ
うにしていくと、単に答えを写して終わるような生徒は減り、考えて学習するように
なり、学習時間も伸びるのではないかと考える。また「知識・技能」を問う課題の場
合は、小テストを取り入れるなどして確認する必要がある。課題の量に関しては教
室に設置してあるホワイトボードに教科担任が課題を記入することで教科間のバ
ランスをとるようにする。また、「ＭＩＫＡＴＡ ＤＩＡＲＹ」を活用して目標や計画を立
て、時間の自己管理ができるように指導を継続していく。

・容儀に関する
指導を中心とし
て、基本的生活
習慣の確立を
図る。

注：「容儀」礼儀
作法にかなった
態度やその姿
のこと。身だし
なみや言葉遣
い、挨拶など、
ルールやマ
ナーに則った
外見と振る舞い
をさす。

①定期的な容儀
指導を行うととも
に、時間管理の
習慣作りと校則遵
守および挨拶の
励行に努めさせ
る。

　基本的生活習慣のうち、規則正しい生活を送れているかという点について、
「送っている」または「おおむね送っている」とする割合が、教職員から生徒を見た
場合は９５％（昨年比４％増）、生徒が自分を評価した場合は８８％（昨年比４％
増）、保護者から生徒を見た場合は７８％（昨年比５％増）となった（目標はいずれ
も８０％）。保護者から見た割合が、昨年同様、目標を達成していない。これは、
不規則な家庭生活などを反映しての数字であるように思われる。その原因の１つ
にスマホの影響があるように感じられる。今後も、スマホの正しい使い方などを粘
り強く指導していく必要がある。
  容儀面に関しては、生徒自身が校則やマナーを「守っている」または「おおむね
守っている」とする割合は、９８％（昨年比１５％増）となり大幅に増加した。教職員
については９５％（昨年比２％減）であるが、目標の８０％を大きく上回る結果と
なった。これは指導部の服装指導の取組と、その取組に全教職員が共通理解を
示し、真摯に指導した結果だと言える。保護者は９８％（昨年比１％増）と、昨年同
様高い数値を示した。昨年までの生徒と保護者とのギャップが解消された結果と
なった。

　時間を守り規則正しい生活を送るという点に関して、保護者が子どもを評価した
ときの数値が、目標に達していない。その実態を把握し、起床・就寝・家庭学習・
携帯スマホ使用の時間および使い方に留意して「自主的な時間管理」という観点
で改善を呼びかけていきたい。また、教職員から生徒を評価した数値が昨年比
４％増となった。これは、生徒手帳「ＭＩＫＡＴＡ　ＤＩＡＲＹ」の有効活用や、朝の
STとコロナ対応における毎朝の検温の効果があるのではないかと考えられる。さ
らに、担任や学年会、部活動顧問との連携を密にし継続できるように努力してい
きたい。また、遅刻撲滅に向けて、規則正しい生活を送る呼びかけや指導を促し
たい。遅刻の回数が多い特定の生徒に対しては、生活習慣の改善を図る指導を
よりきめ細かく行いたい。
  容儀面に関しては、生徒・教職員および保護者ともに高い数値で目標を達成し
た。次年度より制服改定があり、校内での指導をこれまで同様に継続していく必
要性がある。生徒の容儀に関する意識は、向上してきたが、まだまだ甘いことに
変わりはない。容儀指導や学年別朝指導、指導部による登校時の服装指導を強
化し、粘り強く指導していきたい。また保護者については、毎学期の保護者懇談
会を通して、生徒の実態および本校の校則について正しく理解してもらえるよう
努めていきたい。

・学校行事や部
活動を推進す
る。

②学校行事や部
活動に積極的に
取り組ませる。

　部活動加入率は１・２年生が９０％を上回り、全体では８７％（含む兼部）となっ
た。３年生の回答が７８％（５月は８８％）であり、引退した生徒が「加入していな
い」で回答した可能性がある。５月の部活動登録時点で学校全体では９０％を上
回っていた。生徒の部活動に対する姿勢は、「積極的」、または「おおむね積極
的」に活動している割合が８５％（昨年比２％増）、保護者の部活動に対する満足
度は「満足」、または「おおむね満足」とする割合が９２％（昨年比２％増）となり、
部活動に関しては、目標の８０％を達成できている。生徒の満足度を向上させる
ことが今後の課題である。
  学校行事に関しては、「満足している」、または「おおむね満足している」生徒
が、８７％（昨年比２％減）と、目標の９０％をやや下回った。この項目は、例年、高
い割合で推移しており、学校祭や生徒会行事など生徒会を中心とした行事への
満足度は高いといえるが、低下させないような工夫が必要となってくる。

　部活動加入率を正しく示すために、引退した３年生の記入の仕方についてアン
ケートの前に説明が再度必要である。部活動や学校行事に対する取組の姿勢や
その満足度は、生徒、保護者共に、おおむね良好な結果が出ている。部活動に
対する満足度は大会等での成績だけでなく、日常の活動から得られる達成感・
充実感によるところも大きい。生徒の人格形成に資するという目的を常に念頭に
おき、質の高い部活動が日常的に行われることを今後も目標としたい。また、今
後も各部の活動方針や活動内容に対して、保護者の理解が常に得られるよう留
意したい。
  学校行事に関する生徒の満足度は高い数字を維持しているが、やや減少傾向
にある。コロナ対策による行事の削減も影響しているように考えられる。目標設定
の９０％の見直しも必要である。出来る範囲の中で、充実した学校行事が展開で
きるように、さらに生徒会活動を中心に盛り上げていきたい。

教育相談

・学校行事や
日々の活動を
通して生徒の気
持ちを理解す
る。

①快適度・いじめ
アンケートを生徒
理解に役立てる。

　「役立っている」・「おおむね役立っている」を合わせて今年度は９１％であっ
た。目標の８０％を大きく上回っており、アンケートの有意性が認められ、また生徒
の内面を知る手立てとして役立っていることがわかる。今後も生徒の実態がより明
らかになるよう工夫をしていきたいと思う。

　生徒の内面や状況の把握をより確実にするために質問項目を工夫し定期的に
実施したい。

・生徒の悩みを
受け止め、迅速
で適切な対応
を行う。

②「面接週間」を
生徒理解に役立
てる。

　「役立っている」・「おおむね役立っている」を合わせて９５％となり、今年度も目
標の８０％を上回る結果が得られている。年々時間の確保が難しくなるが、直接
生徒と話ができる有効な機会であることから、次年度も面接時間や期間を確保
し、実施したい。

　面接の有効性は担任にも広く認められている。次年度も効果的な面接が実施
できるよう面接週間を計画することが重要であると考える。
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中高一貫
教育

・中高一貫教育
を中心とした中
高の連携をさら
に深める。

・連携生徒の学
校生活の充実
を図る。

教育課程

学習指導

･生徒が主体と
なる授業を工夫
し、学習意欲を
高め、学力向上
を図る。

･家庭学習の充
実を図る。

生徒指導
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項目 重点目標 具体的取組み 成果と課題 改善策・向上策

①職業講話、進
路説明会等の進
路行事を通じて、
職業観の育成と
進路目標の明確
化を図り、課外等
の全体指導及び
個別指導を充実
させる。

   担任のうち、「ホームの８０％以上の生徒に学年に応じた進路目標を持たせるこ
とができた」と答えた割合は８３％（目標８５％）であった。一方で、生徒のうち「明
確な進路目標を持つことができた」または「明確ではないが進路目標を持つこと
ができた」と答えた割合は全体の８２％（目標８５％）であった（１年６５％，２年８
１％、３年９６％）。保護者のうち、子どもが「明確な進路目標を持っている」または
「明確ではないが進路目標を持っている」と答えた割合は全体の８０％（目標８
５％）であった。いずれも目標を下回った。１，２年生でまだ迷っている生徒が多
く、時間をかけて進路目標をさがそうとしている様子がうかがえる。
　土曜学習会や夏期課外及び冬期課外について、その内容や回数が「適切」ま
たは「おおむね適切」だったと回答した教職員の割合は８６％で、目標（８５％）を
上回った。また、学習会や課外に「積極的に」または「おおむね積極的に」参加し
たと答えた生徒の割合は９７％、保護者の割合も９３％で、どちらも目標（９０％）を
上回った。課題となっていた２年生普通科の課外の持ち方について、１２月から
進路別の講座を組むことで教員生徒ともに学習内容が明確になり、積極性も増し
たと考えられる。
　推薦入試や２次試験等への対策として、個別指導を「きめ細かく十分に」、また
は「おおむね十分に」行ったとする教職員は１００％（目標９０％）であった。また、
進路実現についての本校の取り組みについて、「きめ細かく十分に」または「おお
むね十分に」行われていると考える３年生保護者の割合は９３％（目標９０％）で
あった。
　進路実現に対して「積極的に」または「おおむね積極的に」取り組んだ３年生の
割合は８５％であった（目標９０％）。目標をやや下回った。昨年に続き、コロナ禍
で、先行きが不透明なため早期に進路先を決めねばとの全国的な動向も影響し
たものと思われる。

  １年生の３人に1人以上の生徒が進路目標を持てていない実情に対して、教員
全体で問題意識を持つ必要がある。生徒と関わる際に意識して進路の話題を出
したり悩みを聞いたりすることに努める。
　新入試制度に対しても授業で対策を充実させたり、模擬試験の解説を丁寧に
行うことで対応していく。主体的な学びが求められることに対し、探究活動や進路
行事、大学主催の公開講座、検定の取得等、これまでにも増して積極的に参加
するよう働きかけていく。
　進路相談の際、今年度あまりできなかった、副担任や学年主任等による面談も
検討していく。
　２年普通科の課外について、生徒の実態を踏まえ今年度同様に進路別での実
施を検討する。
　今年度も成果のあった、３年生への個別指導を来年度も丁寧に実施していく。
　来年度以降も、志望理由書の重要性がますます大きくなるので、教員対象の研
修会もさらに充実させる。

②総合的な探究
[学習]の時間「論
考」における探究
活動の指導を充
実させる。

　論考の探究活動に生徒を「積極的に」、または「おおむね積極的に」取り組ませ
ることができた１・２年生担任の割合は９１％（目標９０％）であった。論考の探究活
動に「積極的に」、または「おおむね積極的に」取り組んだ１・２年生の割合は９
３％（目標９０％）であった。１・２年生とも、自らの興味関心に基づく課題探究活動
に主体的に協力して取り組む様子が見られた。中学生や役場職員、大学教授な
ど外部講師を何度も招いたり、校内外への発表会も複数回実施したことも探究の
質を高める機会となった。課題としては、探究や発表のまとめの時間確保のため
に教科の授業時間を多く使用したことがあげられる。来年度以降、より見通しを
持った探究学習計画を立てる必要がある。

　来年度以降も、探究の時間がほぼ週２時間設定される。それぞれの生徒がより
主体的な探究学習が展開できるよう、個に寄り添った支援がより求められる。教
員間での連携が一層求められるため、担任、副担任間での連携、学年間での協
力体制の充実に努めてきたい。
　探究のレベル向上に向けて、地域の専門機関などより外部とのつながりを強め
ていきたい。

①保健部ＬＴや保
健委員会活動な
どを充実させ、健
康管理意識を高
める。

　 生徒の、「薬物乱用防止教室」や「保健だより」（新型コロナ感染症対策・熱中
症対策・月経）等を通して心身の健康について関心が「高まった」または「おおむ
ね高まった」とする回答が９３％と昨年の９０％を上回り、目標（９０％）を達成する
ことができた。
   健康管理については、健康に気をつけた生活が「常にできている」、または「お
おむねできている」とする回答が、生徒９４％と昨年度の９５％とほぼ同じであり、
目標値（９０％）を達成した。保護者は８９％と昨年度の９４％を下回り、目標値（９
０％）にわずかに届かなかった。
　　生徒の検診の結果を見ると、視力低下、虫歯増加、歯周病等の悪化の傾向
がわずかに見られ、学校医からは「生活習慣の乱れが原因」の指摘もあった。

　「薬物乱用防止教室」や「保健だより」を通して心身の健康に関心を持つ生徒の
割合は、目標を達成している。今後も ＳＴ・ＬＴの時間や「総合的な探究の時間」
を利用し、心身の健康について考える時間を確保していく。また、内容について
は、学年会・指導部・体育科と連携を密にして、さらに指導を充実させる。
　今年度も、新型コロナウイルス対策で、「保健部ＬＴ」「救急法講習会」「心のLT」
などの行事が実施できなかったが、過去２年実施できなかった「薬物乱用防止教
室」を優先して実施した。来年度もコロナの状況を判断し、行事を企画・実施して
いく。
　新型コロナウイルス感染症の予防について、生徒・教職員で危機意識を共有し
て実践している。感染症に対する情報を日々更新して、生徒・教職員全体ででき
る限りの対策を行っていく。
　基本的な生活習慣の確立にも焦点を当て、生徒の健康管理への意識向上に
努める。

② 整美・ 保健委
員会の活動や清
掃活動を充実さ
せ、勤労意欲と安
全意識の向上に
努める。

   生徒の毎日の清掃活動に「積極的に取り組んだ」、または「おおむね積極的に
取り組んだ」とする回答は９９％と、昨年の９７％を上回り、目標（９０％）を達成す
ることができた。教職員が積極的に清掃活動に取り組むように「常に指導した」ま
たは「おおむね指導できた」とする回答は１００％で、昨年度９７％を上回り、目標
（９０％）を達成した。生徒の環境美化に対する意識や活動は高い水準を維持し
ている。
   安全管理については、安全に気をつけた生活が「常にできている」または「お
おむねできている」とする回答は、生徒９８％(昨年度９９％）、保護者９７％（昨年
度９９％）で、いずれも目標（９０％）を達成した。教職員については「危険等を予
測し徹底して点検している」または「危険等を意識し点検している」が１００％（昨
年度１００％）となり、今年度の目標（９０％）を達成することができた。

   清掃への取組みについては高い結果が出た。中清掃や大掃除での取組みは
よい。毎日の１０分の清掃時間を、時間いっぱい取り組むという点ではまだ十分と
は言えない。生徒の整美委員会・保健委員会の活動を充実させ、清掃方法の指
導や生徒が主体的に清掃活動に取り組むような工夫につなげる。
　今年度も教員対象の安全点検（月１回）、生徒対象の安全点検（年１回）を実施
した。その情報をもとに、他部署と連携して危険箇所・不良箇所の発見・改善に
つなげた。次年度も安全点検を続けることによって、安全で快適な生活と教員・
生徒の安全意識の向上に努めていく。

図書整備

情報管理

・生徒により多く
の 書 物 を 読 ま
せ、広い視野と
豊 か な 心 を 育
む。

・情報収集や情
報 提 供を 円滑
に行い、情報発
信 の 支 援 を す
る。

①書物に接する
機会を増やし、貸
し出し冊数の増
加を図る。

本年度に図書室を５回以上利用した生徒は４６％（目標７０％）と昨年に比べて
やや減少し、目標に達しなかった。１月１５日現在の図書室利用件数は２０６件、
生徒貸出冊数は１，４２２冊と昨年に比べてやや減少したが、一人当たりの貸出
冊数は３．４冊と昨年度と同じであった。図書室利用数が減少したのは、今まで図
書室で行っていた調べ学習などがタブレットを利用して教室でできる環境になっ
たためと思われる。

図書室に読みたい本が「充実している」「おおむね充実している」と回答した生
徒の割合は８０％（目標７０％）と昨年度より５ポイント増加し、目標を達成した。生
徒の希望や話題の本等を取り入れたためと思われる。

授業･ＬＴ・ＳＴ等を利用した読書指導が、「十分できた」または「必要に応じてで
きた」と考えている教職員の割合は７１％（目標８０％）と昨年度より１０ポイント減
少した。

学校祭や図書まつりで行われたイベント企画については多くの参加があり、参
加した生徒からは好評であった。今後、図書室利用件数や貸出冊数を増やすた
めに、図書室利用の多角化を図ることが課題である。

入学当初の図書オリエンテーションにおいて、図書室利用や読書活動につい
て十分に理解させ、授業での読書指導やＬＴ、図書情報委員会活動（図書だより
発行など）を通して、生徒が読書活動をする機会を増やしていきたい。

授業・ＳＴ・ＬＴにおいて、教職員が生徒に「おすすめの本」を紹介するなどし
て、生徒に読書への興味関心を持たせる機会を増やしたい。

生徒の希望や話題の本などを取り入れるなど図書室の蔵書を充実させたり、図
書まつりなどのイベント企画、学科や部活動と連携しての文化的な企画なども取
り入れたりして図書室の利用促進につなげたい。

②ＩＣＴ環境の整
備・利用促進を図
る。

授業やホーム経営、校務分掌の業務を行うためのＩＣＴ環境に「満足している」
または「おおむね満足している」の割合は９０％（目標８０％）と目標を達成した。
校内のＩＣＴ環境が整備され、教職員が積極的な利用を心がけていることがわ
かった。
　ＩＣＴ環境の整備については、特別教室の暗幕の設置ができた。

タブレットの活用環境や活用方法について、使用しながら、問題点があれば、
その都度改善していきたい。

特別教室のＩＣＴ整備については、まだ一部不十分であるので、引き続き要望し
ていく。

③ 生徒・保護者
や地域への情報
発信を支援する。

校内の情報資源を活用して美方高校の魅力を発信することが「十分にできた」
または「必要に応じてできた」とする教職員の割合は８１％（目標８０％）で目標を
達成し、教職員全体で情報発信することができた。

ホームページも新しく、見やすいものに変更し、生徒や保護者だけでなく、中学
生などに魅力あるものを発信できた。今後は動画などの投稿をしていくことが課
題である。

本校の魅力を発信するために必要な視聴覚機材の管理、データの収集、情報
資源を整理することに努め、なお一層情報発信しやすい環境を整えていきたい。

ホームページについては、動画の投稿を増やし、魅力ある情報を発信したい。
そのために、各部、学年会、部活動など、それぞれにおいて、迅速に情報発信で
きるシステムを作りたい。

進路指導

　

・キャリア教育を
推進し、明確な
進 路 目標 を持
たせ、個々の目
標に応じた進路
実現に努めさせ
る。

・自ら課題を発
見し主体的・協
働的に探究す
る力の育成を図
る。

保健管理

安全管理

・生徒の健康管
理、健康教育を
推進する。

・環境美化を推
進し、安全管理
を徹底する。



項目 重点目標 具体的取組み 成果と課題 改善策・向上策
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項目 重点目標 具体的取組み 成果と課題 改善策・向上策

①即応性のある
連絡や学校の情
報発信を行い、Ｐ
ＴＡ 関連行事や
学校行事への保
護者の参加数を
増やす。

今年度は新型コロナ感染症対策のために、昨年同様、学校行事への参加をあ
る程度制限せざるを得なかった。したがって本項目の判断基準についても、Ａ「３
回以上は参加している」に、Ｂ「２回は参加している」、C「１回は参加している」に
それぞれ変更した。目標指数も、Ａ＋Ｂ＋Cの合計が８０％以上とした。結果は、９
７％と、目標を大きく上回った。A＋Bだけをとっても、８０％を越えている。１学期
末の保護者懇談会への参加も９７％であり、満足すべき数値である。今後は開催
方法や周知手段、開催時期などを検討して改善すべき部分は改善していきた
い。

行事への満足度についても、「満足できる」または「おおむね満足できる」が９
５％と目標（８５％）を上回った。

今後も参加者が増えるように、日時や内容について再検討する。また、案内方
法についても、紙面や緊急連絡メールでの連絡の他に、ホームページ掲載やＰ
ＴＡ理事からの呼びかけなどを行う。

②広報誌「湖声」
を年４回発行し、
保護者の学校へ
の関心を高める。

ＰＴＡ広報誌「湖声」については、Ａ「読んでいる」・Ｂ「時々読んでいる」を合わ
せて８６％と、昨年とほぼ同様の数値で目標（９０％）を下回った。３学年とも８６～
７％程度で、平均している。どの学年の保護者にも積極的に読んでもらえるような
工夫（題材やレイアウト）を考えたい。

また、「湖声」によってＰＴＡ活動や学校の様子がＡ「分かる」・Ｂ「おおむね分か
る」を合わせると９５％と目標（９０％）を上回った。読んでいる保護者にとっては
「湖声」がＰＴＡ活動や学校の様子を知ることに役立っていることが分かる。

「湖声」を紙面上だけでなく、ホームページ上に掲載するなどして、読んでもらう
機会を広げる。また、生徒の活動やＰＴＡ活動の様子が保護者に伝わるように、
引き続き紙面の充実に努め、学校への関心を高められるようにする。

・専門教科に関
する知識・技術
と 探 究 心 を 培
い、社会の中で
生かす実践的
態度の育 成に
努める。

①専門教科の学
習に関心を持ち、
各種検定やコン
ク ー ル な ど に意
欲的に取り組ませ
る。

専門教科に対して、「意欲的に取り組むことができた」・「おおむね意欲的に取り
組むことができた」をあわせて９６％と目標（９０％）を上回ることができた。大半の
生徒が、専門教科に対して意欲的に取り組めていることが分かった。

「意欲的に取り組めた」の回答が増えるよう、今後も各科で教材研究や指導方
法を工夫していく。また、割合としては少ないものの、「あまり意欲的に取り組むこ
とができなかった」「意欲的に取り組むことができなかった」と回答した生徒もいる
ことから、生徒への個別対応にも力を入れていきたい。

・学科の特色あ
る 活 動 を 展 開
し、地域との連
携を深める。

②校外活動を通
して、積極的に地
域と関わることの
できる生徒を育て
る。

（今年度は新型コロナウィルスの影響により、地域でのイベント等が実施できな
かったため、アンケートは実施しなかった。）

・ＩＣＴ活用によ
る業務の効率
化を図る。

ICT等を有効に活
用し、業務の効率
化を図る。

　「できている」「おおむねできている」をあわせて７１．４％（昨年度１００％）と、昨
年度よりかなり数値が低くなった。学校全体として業務の負担が減っていると感じ
る教員が少ないことをあらわしている。ICTで業務を減らすことはもちろん、一人
一人の業務の負担感をどう減らしていくかを校務分掌の再編も含め検討していく
必要がある。

　生徒へのタブレット活用が本格化したり、教員のＷＥＢでの会議の頻度が高く
なったりしている。連絡が簡単になったり移動時間がなくなったりと有効活用でき
ている面もあるが、教員全体の意識としてＩＣＴ活用＝業務改善の構図にはなっ
ていない。ＩＣＴの活用によって３人がやっている業務が１人で済むようになるなど
の実質的な利用を考えて改善を図る。

・行事の精選・
内容の見直しを
図る。

行事、およびその
内容を精選し、業
務の短縮を図る。

　「できている」「おおむねできている」をあわせて４３％（昨年度９７％）であった。
これは今年度、行事の精選や見直しがなされず業務に負担を感じている教員が
半数以上いることを示している。最近は地域の方からの依頼を受けて生徒が活動
をすることも多く、その際に教員も協力しなければならないことも多い。また各校
務分掌での個人の負担感もあると考えられる。行事を精選するという方法や校務
分掌の仕事内容を減らすための方法などを見直す時期にきている。

　この数値は、業務改善を積極的に推進したいという教員の意識の表れであると
考えたい。年間行事作成の段階で「削減できる行事はあるか」を検討していく。ま
た、個人の負担感をアンケート等を利用して把握するとともに校務分掌の仕事の
負担軽減を図る。

・部活動の負担
軽減を図る。

外部との連携を
進め、部活動指
導の負担軽減を
図る。

　「できている」「おおむねできている」をあわせて５２％（昨年度９７％）であった。
部活動指導員制度では、卓球、バレー、ソフトの３つの部活動で活用した。また
外部指導者がボート部と硬式野球部に応援に来てくれている。技術指導を中心
に行っていただくことで、部員の技術力向上につながっているが、顧問は外部指
導者に日頃の練習内容や生徒の様子等を伝える必要もあるため週休日の指導
を完全に外部指導者に任せることができない現状がある。

　部活動指導員や外部指導者には引き続き指導をお願いしていく。部活動指導
員の活用をより多くの部活動で活用できるように県に要望していく。現在１つの部
活動に２名以上配置する複数顧問制であるが、部活動への負担を感じる教員の
割合が増えていることから、１人で指導する負担を部活動の中で軽減できるように
調整する。

業務改善

開かれた
学校づくり

・ＰＴＡ活動を充
実発展させ、教
職員と保護者と
の連携を深め、
生徒の健全な
育成に努める。

家庭学科


